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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委21－1

　　　　第201亘1弓術囲発委負会‘臨時会識）読事要旨

工　日　時　　　昭和48年1ρ月29日㈲
　．・　，

　　　　　　　　午後2時（》4時

　　　　　　　　　　戸
2．場所　’割干県警委負会会譲電

．3　訴．髄；

　　（1）一実駿用中容電静止麹信衛皐および冥駿掬中型放送衛星

　　　の憾発令について

　　②断口．48年欝における勢軸沖容丁丁L西湖訂星およ

　　　び実癖野中塑放送循亀の隔弁薄に必娑な縫賓の見積りに

　　　ついて　　　　　・

　　（3）第3’鱒止気象鯉瀞｝三会翻CGMS一皿）紀うい

　　　て1職告・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　（4）欧州宇綱究鰯IESRσ1とのエード〆モアール

　　　について（「報告）

4資智　　　　　　塵’

　　委2’・一・，鋤9醇宙醗頚会1’甘三三）諜要旨．’

　　委20一2勲脚帯説適働齢干ぴ三脚轍1
　　　　　　　　送衛星φ開発等について饅　．　一

　　委2・一3昭和4B年敵回る実正中容鱒止淵舗
　　・一　　　齢よぴ実験廟殉放送催の臼挽尋に必要な

　　　　　　　　繕費の見積りにういて（殉

　委2・二4．第5回静止気象醒計藤機会議IGGM曲）

　　　　　　　　について

　　委20・一一5　エ．函ドメモワール

5．出席者

　　宇宙闘発委負会　　　　　　　　　　　　山　県　昌　．夫

　　　　　〃・　　　　’　　　　　．　網　島・　毅

　　　　　”一　・　　．．八藤劇禧
　畜朝者

　　気象庁気象衛星課長　，　・　寺内栄ぬ
　　　　〃　　〃　　雪嶺律　　　　．　渡　辺　和・夫

　　閨係省庁臓輿等　　　・　　　，　　　　　　ρ　・

　　　奉読学技術庁耕究謎整隅隅　　　　　　・千　集　　　博

　　　　〃　醗縫局宇三三参騨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山野正’、登

　　　三綱罐合同鯵瓢・一等．田英論
　　・　　　　　　　　　　　　・　　　辱　1代理：吉中）
　　粥商産業省工業技術院総務部長＿塚本保し雄

　　　　　　’／　　　　，　　　　．　　．‘代理：前田）

　　醐騨購官’1・・．騰理1矯∫

　　気獅翻賑ピ曹　・澗一ノ，孝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．f代理：山本）
　　’郵政省電波監埋局審議官’　　．　一市川　澄㍉夫

　　　　〃，　　グ．無譲弾信部長　　　平　野一［E’1雄’

　　建設大臣官房技術参事筥　・　　　　宮・崎　　　明
　　　　　　－。　　　　　　　●　　　　　．1代埋：田中）

　　，柵戸離総局　　　　隠｝山重道
　　　　4：　　　　　　　　　．　、　金．三唱・秀’夫

　　　’1∫．・、　1禽聾昌莞・
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事務局科学技術庁研究読翌局宇宙企画謙崇松元　守他

6．議事：要旨

　（1）前回議事要旨について　　　　．

　　　電工9回宇揖開発委員会1、臨時会議）議箏娑旨が確認さμ

　　た。

　（2）冥験山中容量静止卸信衛星および実賊用中型取1送衛垂の囲

　　論述について

　　事勝筒から稼記の件について竃材委20－2にi奉づ’き説明が

　行左われ、以下の出張圃答が行なわれたのち・決定された6塾

　山県：本決定を行なうことにより1珂発計画に不連読を生じるこ

　　　とひこならない：か。∫

　事務殉：両衛星の開発を1工高早々から始めるためにはやむを

　　　えないと考える。　　一

因島：孕瀞暁に関する二本言個はいつ頃決定する予定か。’

　事務周：予算的裏付けがっき次第行なう予定である。

　（3）昭和4B年歴に寿げる這出忌中容電静止這信1暫星および翼

　　血中ヲ製放送磯の品等に必要な蝋ρ二二卑ついて’

　　事務局から標記の件について資智委20－3にi墓づき説1明が

　行なわれ、以下の質疑応答が行なわれたのち・三三された。

　八田2醐発心の内容は何か

　事務葡：開発とミッション機器のEMの製作1開発研究）であ

　　　る。’

　山県：実鹸願中型静fヒ放送衛星としないのはなぜか。

　事務局：麹信衛星と違って、放送衛星の場合静止衛星以外は考

　　えられないこともあり、現行計画の表塊をそのまま使ってい

　　る。

三島：事業の概要の中で、「墓不設計に蒲手するとともに・引き

　　続き衛星搭載用機器の開発研究を進める」とあ．るが、表記の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　　順序が逆ではないか。

事務局3基本設計に着手することが重要であると考えられるので・

’　このような表現どした。
網島：この見蘇は順増も含ま廓ているのか。　　●

事務局：人員増は含まれでいないので蘭係機関の協力を求めるζ・

　　ととしており・こり点につφては関係機國も了解している。．

綱島：これに関連する来年慶予鼻要求には必要奪人員増を含んで

　　いるか。

事務局：含んでいる。　　　　　．

（4｝第3回静止気象衛星計画説盛会譲lCGMS一皿）について

羅気象庁＿齢よび幽夫同気象轟，

　官から襟記の件について∵資智委20－4に基づき諏告が行な

　われたのち、以下の質疑応答が行なわれた。

・網島：ソ連の本計画に対する参力曜ついての詳細な鞠はあるの●

　　　カ、。　　　　　　　．　　　　．　．　　　　　　　’　　　・

　寺内：あまり情報は入っていない。

　網島：日本の衛星を14σ。Eに位概させることについては確定し

　　　ているのか6　　　　　　　　一

　寺内：現在はその予定を変更する気はないが・他の静止衛星との

　　　関係によっては、変卜することもありえよう。

　山県；米の1旨衛星の打上げ予定はいっか。
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寺内：1旨は来年ユー月下旬から2月中旬の明に・2宕は来年6月

　　から9月の間に打上げられる予定．と旧いている。

（5）欧州宇宙研究轍i毒lESRO）とのエードメモワールについ

　て‘三三）

　事務局から漂記の｛軟つ成資材委2・マ5に墓づき報告が

　行なわれたのち、以下の質鍵応答が行なわれた。．

八家F㌧エアロザヅ硲†画が後返しているとは具体的に妹どういう

　　ごとか。　　　．　　　　　　　一　’　　．　　・　　．

事忌：ESmと三三の交渉が丑鹸していなφということであ

　　る。

山県：o田sと海事衛星の國係はどうか。

事祷尚：bTSは2轍打上げを予定しており・o雪s一工には遍

　　藷実　鋼ぺ御7ド・σTS二服・は騨鮨用ペイトド・

　　をi蔭回することと’なって吟る。なお・、OTS一輩をM今ROTS

　　と呼んでいる。

縮島：ての海薪纏について、エMC・との闘紺ど舜フてい

　　るのか。

事務局：，エMGOの規格内そ行なうこととされて回る。
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48研第575旨
昭和48年11月6日

宇宙開発委負会委員長

　　　前　田　佳　都　男　　殿

内閣

　　　　　　　　　宇宙開発に関する基本計画について

　　　　標記の件について、別添のとおりこれを定めたく・貴委員会
’《●，

　　　の議決を要請する。

学鼓一庁

●研48－6

　　　　　　　　　鳴’r．

’j’葦劣i｛，，、三，5” 科学技術庁
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宇宙囲発に関する基本計働鱒

我が1劉の宇宙開発に関するi古本計画を下記のとおり定める。

4
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　近年、宇宙技術の急速な高高により、宇宙空回は、人噴の新た

な虚血領淑渚して登場してきてヵり、近い将来に旧いて宇宙空間

6血目の糊、開発及び利用が学多肋遙歩・国氏ξ廉の同上及

『び産血縫済の発展に不転∫欠のものとなることは明らかである。

　このような情勢に対処するため、我ヵ囎に蔚いても三三昏界の．’　一

渤を幽し℃醜的に宇品多陰紀駒細こととレ二三げ・

‘る方針に沿ってその開発を推進するものとす・る・

　なお、朗発の実施は、宇宙開発委鼻会が定めた「宇由開発計画

昭脳悔駅定）扱び「黙二二容＝山止｝蠕離および．

実盛用紙型放送衛星の開発等について’（‘昭和4串年10月29イ

日決定）∫に六ついて行うものとする。，

工科学鋭測を行う科学衛星潭び譲癒購綱、衛星遡猷気象観

　＾三等を目的とした実用衛星を研究及び開発するとともに｝これ　一！

　らを打ち上げるためのpケヅトを開発する6

2人工衛星及び・ケットの醗、打上げ、i晦等叫要な麗設

　を盛備する。　特に実用を目的とした各種の衛星、これらを打

　一ち上ぴるためのロケラト等に共禅して便用しうる大型試験施設

　，等については可能なかぎり集中的に設回する。　一

　　　31健発体制について、宇宙開発妻貝会の総合説搬の下におけろ

　　　　一元化め体制を一膚強化する。1矧系各回1詞け、宇宙開発委員会

　　　　の方針に沿ってぜその夜回に応じ相互の嚇力を維持しつつそれ

　　　　．それめ体制を発傭する。開発の実匝の中核的機関たる宇宙開発’

　　　　缶秦団は、その磯構の充実強化に舅める・

．を謝発を進めるにあたうては、進捗状況の把握戊び成果の評価

　　　　を行いつつ、三面の営堆を合地；的に行う・　　　　　　一

　　　5．開発を効率的に進めるため、自王技術の育成に留慧しつつ海

　　　　．外技術の有効縮用回るr勲qナ溌の獅晦述じて・，国隆．

　　　　的な反好を促遮する見地から、国際励力を積極的に行う。

　　　6．・三三の宇宙開発の進展に備えて、先行研究及び関連分野の研

　　　　究照合的かつ調的賄うと’昂《・人工醒の鞭な禾囎

　　　　分野について馬蝉的に諭査を行う。

》　　　肌　開発を円滑に進めるた珍、人材り養成・情報流潮の聾進及び

　　　　、晋野趣莞た努める鷹が必要な施策を講ずる。　．　’ ㌧
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スカイラブ共同実験に関する

　　中　間　報　告

昭和48年11月

●

　　科学技術庁

金属材料技術研究所



1．’まえがき

　米国のスカイラブ計画に診ける材料実験に金材技研が参加して行なってい

る研究の経過と状況については本年5月にすでに報告したが，その後本番の

実験が宇宙空間で実施され，実験試料が最近到着し，現在それについて試験

と評価が行なわれている。こ＼ではとりあえず現在までにえられている結果

について中間的に報告する。

2．宇宙実験および試料入手の経過

　金材技研が参加している研究テーマは「無重量環境下におけるシリコンカ

ーバイドひげ結晶強化金属複合材料の製造実験」であって，この実験の目的

と意義についてはすでに説明した。宇宙空間における本実験に用いられる試

料は3個準備され，それぞれシリコンカーバイドの含有量が容量パーセント

で2，5，10％のものである。

　実験は最初のNASAの計画ではスカイラブミッションの最終段階で実施さ

れること、なっていたが，途中で予定が変更されて一回繰上げて第2回目の

ミッションで実施された。このミッションは去る9月25日に地球上に帰還

し，直ちにNASAから試料受取の指示があったので，金材技研から高橋技官

がハンツビルのNASAマーシャル宇宙飛行センターに出張して試料の取外し

に立合い，これを受けとって帰国した。現地では試料についてNASAの規定

する外観検査，X線検査が行なわれた。試料の中一個については炭素製の容

器がクラックを生じ破損していたが，他は異状なく一応宇宙における溶融実

験が順調に行なわれたことを示していた◎

3。試料に関する評価試験の経過および現在までの結果

　NASAは実験参加者に対し，最終報告の提出の前に，試料入手後30日以

内に中間報告の提出を要求している。以下の内容は中間報告としてNASAに

無難鷺1欝論無重備品　ける溶灘に＿て，

試料内に含まれているシリコンカ・一バイドひげ結晶に大きな移動が診こって

その分布密度に変化がおこることが無いかどうかを確かめる点にある。この

　　　　　　　　　　　　　　　　一1一



ような移動が：掛こらず，焼結状態で均一分散させておいたひげ結晶の分布が

溶融後もそのま、に維持されていることが確かめちれれば，実験の主要目的

は達せられたわけである。

　このために，まずもっとも測定し易いひげ結晶含有量の少ない2％の試料

について・光学顕微鏡による分布密度測定と，微小硬度測定を行なった。

　なお・宇宙における加熱条件はNASAの記録によると図1に示すように行

なわれた。図に見られるように溶融状態に儲ける加熱は約1010℃で4時

間にわたって行なわれた。この温度は最初我々がNASAと協議して決定した

温度条件である990℃にくらぺ20℃高く，や＼高すぎた感があり，その

ため一個の試料では炭素容器の破損とそれによる溶融した銀の流出が認めら

れ，その他の試料でも高温部で銀の滲出や表面における炭素による汚染が認

められている。しかし反面，銀のマトリックスの溶融が完全に行なわれたこ

とは確実である。試料の全体としての密度測定とそれから計算した有孔度の

結果は表1に：示した通りであって，溶融の結果，試料1A，．1B’では明ら

かに有孔度が滅少している。1G，でかえって有孔度が増加しているように

見えるのは上に述べた銀の流出による結果と思われる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　ひげ結晶の分布密度と硬度の測定は，試料の縦断面を図2に示すように

切り出し・その面上の数ケ所について図のような位置で行なった。密度測定

は各位置について図5に示すような顕微鏡写真を撮影し，これによってひげ

結晶の断面を示すと考えられる点の数を数えた。測定は全視野から10ミク

ロン角の区域をランダムに数ケ所とり出し，その区域に含まれる全数を数え

て分布密度を計算した。結果は図3に示す通りであって，それぞれの場所に

お・ける平均値と，測定値のバラツキの範囲を合せて示してある　硬度は同じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
場所についてマイクロビッカース硬度で示してある。一定の場所における硬

度値のバラツキの幅は分布密度のバラツキの幅よりはるかに小さかった。

　現在までにえられている結果は，さしあたって以上の通りであるが，この

結果から考えて・銀マトリツ c溶融状態に瀕・その中に含勲ている

シリコンカーバイドひげ結晶が，無重力状態のため浮力や熱対流の影響がな

　　　　　　　　　　　　　　　一2一

く，ほとんど目立った移動を行なっていないことは確実であると思われる。

4．今後の計画

　宇宙試料に関する評価テストは今後・全試料について分布密度の測定の他・

機械的強度の評価などにρ篁ても行斥セ蔓ゑ矛室であう。また評価を確実に

するため地上試験試料との対比テストも十分行なわなければならない。NASA

の指定している最終報告の提出期限は明年4月30日であるが・明年5月に

は材料実験に関し各研究者が結果をもちよって・ハンツビルにおいて報告会

が行なわれる予定になっている。

　な細，本実験のこれまでの結果がきわめて有望であるので・NASAは残さ

れた予備試料3個を用いて，スカイラブの最終ミッションでさらに実験を行

なうことを提案しており，その実験条件について我々と協議中である。

　今回のスカイラブ材料実験の結果の全貌については，最終報告会の結論を

またねばならないが，材料物性や材料技術の分野において数多くの新しい発

見を生み出しつつあることは疑いない。スカイラブ計画は一応次回の最終ミ

ッションで終了するわけであるが・さらに1975年忌ソ連の宇宙船と米国

の宇宙船とのドッキングが行なわれ，船上において材料実験が計画されている。

　米国の宇宙計画は今後は，現在進行中のスペースシャトル計画の完成を経

てスペースステーション，大型の宇宙実験室の段階へ進むものと思われるが，

これに伴って宇宙におげる材料実験の規模と範囲もますます拡大するであろ

う。このような発展過程の基礎として今回の材料実験の成果は十分に取り入

れられ，また国際協力の面も推進されるものと思われる。
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表1　試料中のシリコンカーバイドの容量率，気孔率論よび加熱条件

Porosity㈲　気孔率㈲
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　横　断　面　　　　　　　　　　縦　断　面

図2　観察齢よび測定した試料面の位置　　　○印で示した
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　　　　　　　　　　試料の測定位置

図3　スカイラブ試料1κの切断面に澄けるウイスカーの分布密度とマイ
　　クロピッカーース硬さ
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